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六
月
二
十
五
日
附
秋
山
幼
稚
園
で
、
百
十
人
の
園

児
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
大
き
な
〃
七
夕
飾
り
〃
が
完

成
し
ま
し
た
。

「
大
き
く
な
っ
た
ら
看
護
婦
さ
ん
に
な
り
た
い
Ｊ
「
ラ

ジ
コ
ン
が
欲
し
い
頃
「
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
咳
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
込
め
た
子
ど

た
Ｊ
へ
》
ご
〃
＼

も
た
ち
の
短
冊
が
、
と
て
も
き
れ
い
に
飾
ら
れ
ま
し
た
こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
は
教
室
で
、
先
生
か
ら
〃
七

夕
〃
の
お
話
を
聞
き
、
お
遊
戯
室
で
〃
七
夕
飾
り
〃
を

作
っ
た
り
、
み
ん
な
で
楽
し
い
歌
を
歌
っ
た
あ
と
に
、

今
度
は
、
「
は
た
お
り
星
と
う
し
か
い
星
」
の
ス
ラ
イ

ド
を
見
た
り
し
て
大
喜
び
で
し
た
。

こ
の
〃
七
夕
飾
り
〃
は
、
数
年
前
か
ら
市
内
の
保
育

所
、
幼
稚
園
な
ど
十
か
所
で
、
称
年
、
子
ど
も
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
春
Ⅲ
町
の
栄
町
商
店
街
に
飾
ら

れ
市
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
こ
の
秋
山
幼
稚
園
の
〃
七
夕
飾
り
〃
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
〃
七
夕
飾
り
〃
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
《

た
ん
ざ
く

短
冊
に
願
い
を
込
め
て

〃
七
夕
飾
り
“

～
秋
山
幼
稚
園
～
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2

も
く
じ

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
同
演
奏
会
、
市
民

憲
章
、
表
紙
説
明

，
市
議
会
だ
よ
り
ほ
か

方
葉
の
香
り
が
残
る
高
萩
ビ
ー
チ
パ
ー

ク
（
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
・
計
画
）

・
数
々
の
関
門
を
突
破
／
・
み
ご
と
小
学
生

そ
ろ
ば
ん
日
本
一
に
、
私
の
ア
イ
デ
ア

料
理
、
防
犯
功
労
者
で
根
本
さ
ん
が
表

彰
、
高
萩
市
大
子
町
縦
断
駅
伝
大
会
、

私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か

，
き
れ
い
な
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
昭
和

六
十
二
年
度
中
央
公
民
館
学
級
・
講
座

ｰ

▲川嶋清美先生の指揮で合同演奏をする新星日本交響楽団と

高萩中学校ブラスバンド部のみなさん

5月22日（金） 高萩中学校（宇佐美敏雄校長，生徒1,007人)で，

文化庁，県・市教育委員会主催の中学校芸術鑑賞教室が開かれ

ました。

この教室は， 中学生の情操を養い，芸術活動への参加の機運

づくりのため，芸術鑑賞や表現活動の機会を確保して，芸術文

化の振興と健全育成を図るために行われたものです。

当日は，全校生徒のほか120人の父母も会場を訪れ，生徒の

みなさんとともに新星|｣本交響楽団のすばらしい数々の演奏に

拍手を送っていました。

合同演奏を指揮した川|鳴清美先生は， 「生徒たちもはじめて

校歌をオーケストラで聞いて，びっくりしたようです。 とても

すばらしい曲に感じてうれしかったといっています。自然に大

声が出て大合唱しました。ブラスバンド部も1年生が入り，短

い期間でしたが張り切って練習しました。大変緊張していたよ

うですが， このような機会に恵まれたことをみんなで喜んでい

ます凶と話してくれました。

16 ４
～
５

１
１

２
～
３

１
１

10

1
11

合
同
開
講
式
、
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
２

の
広
場
ほ
か

．
．
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
、
肺
が
ん

検
診
、
成
人
病
予
防
接
種
、
下
水
道
の

は
な
し
①
、
高
萩
の
昔
話
と
民
俗
、
青

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
ほ
か

・
・
工
業
団
地
を
訪
ね
て
、
文
化
会
館
も
よ

お
し
も
の
、
第
十
七
回
高
萩
ま
つ
り
ほ

か
：
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
、

高
萩
高
校
生
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
罪

か
、
近
県
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会
ほ
で２

か
５

：
日
曜
当
番
医
、
善
意
の
窓
、
第
十
七
回
別

高
萩
市
民
号
参
加
者
募
集
中
ほ
か

口
テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 1152です－



主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
報
告
）

昭
和
六
十
二
年
第
二
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
六
月
九
日
㈹
に
開
会
し
八

日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
六
月
十

六
日
㈹
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
に

関
す
る
も
の
五
件
、
条
例
に
閨
す
る
も

の
－
件
、
予
算
に
関
す
る
も
の
二
件
、

そ
の
他
一
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
開
会
第
二
日
目
に
、
人
事
に
関

す
る
案
件
と
し
て
、
副
議
長
不
信
任
に

つ
い
て
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

○
高
萩
市
住
宅
公
社
の
経
営
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

○
高
萩
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

財
団
治
人
高
萩
市
住
宅
公
社
並

び
に
法
人
高
萩
市
土
地
開
発
公
社
か
ら

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
一
条
第
三
項

第る
条
例

日
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
口
互

以
上
三
件
は
、
市
議
会
の
議
決
に
代
え

地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
專
決
処
分
し
た
の
で
、
同

条
第
三
項
で
報
告
し
承
認
を
求
め
た
も

の
で
す
。

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
耆
に
つ
い
て

に
定
め
る
法
人
の
経
営
を
説
明
す
る
書

類
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
地
方
自
治

法
第
二
百
四
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
報
告

○
專
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

㈲
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
十
口
互

口
高
萩
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

（
条
例
）

▲

一

回
高
萩
市
議
会
定
例

u＝〃

ゆ
○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
は
、

道
路
改
良
事
業
及
び
清
掃
委
託
料
等
に

伴
う
補
正
予
算

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
費
等
に

伴
う
補
正
予
算

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年

三
月
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

課
税
限
度
額
等
の
改
正
及
び
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
、
減
額
対
象
金
額
並
び

に
納
期
に
つ
い
て
改
正
し
た
い
の
で
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
杉

内
川
側
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行

に
よ
る
、
字
名
の
統
合
、
新
地
番
の
設

定
等
、
字
の
区
域
の
一
部
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

（
予
算
）

（
そ
の
他
）

=

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
定
例
受
は
九
月
で
す
。

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
市
道
一
二
三
八
号
線
の
舗
装
に
つ
い

て
の
陳
情
耆

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
「
売
上
税
導
入
の
撤
回
を
求
め
る
決

議
」
を
求
め
る
陳
情

○
茨
城
県
庁
舎
誘
致
に
関
す
る
陳
情

○
議
員
定
数
の
削
減
を
求
め
る
陳
情
書

○
森
林
・
河
川
緊
急
整
備
税
の
創
設
に

つ
い
て
の
陳
情
書

○
地
方
自
治
法
改
悪
反
対
に
関
す
る
陳

情○
売
上
税
導
入
に
断
固
反
対
す
る
請
願

○
コ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ

ー
ン
整
備
計
画
と
財
源
に
つ
い
て

○
ゴ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ

ー
ン
整
備
計
画
に
つ
い
て

○
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
の
パ
ー
ト
化

と
民
間
委
託
化
に
つ
い
て

○
非
常
備
消
防
の
緊
急
出
動
体
制
に
つ

い
て 二

般
質
問
）

（
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
）

皇

一

議
会
事
務
局

念
二
三
’
二
二
一

内
線
二
八
一
、
二
八
二

六
月
十
七
日
伽
小
島
団
地
の
遊
歩

公
園
で
、
今
年
の
三
月
に
結
成
さ
れ
た
同

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
〃
小
島
む
つ
み
会
〃

（
会
長
石
森
昇
一
、
会
員
五
十
一
人
）
の

設
立
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
長
、
助
役
を
は
じ
め
、

地
元
の
み
な
さ
ん
、
関
係
者
な
ど
約
八

十
人
が
参
加
し
て
、
桜
の
苗
木
二
十
本

を
設
立
記
念
に
植
樹
し
ま
し
た
。

「
ホ
タ
ル
が
飛
び
か
い
、
朝
、
晩
に
き

じ
が
鳴
く
、
こ
の
よ
う
な
よ
い
環
境
の

小
島
団
地
に
住
む
私
た
ち
は
、
非
常
に

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
い
環
境

を
、
私
た
ち
は
次
の
世
代
に
送
る
責
任

が
あ
り
ま
す
四
と
会
長
の
石
森
さ
ん
。

数
年
後
に
は
、
き
っ
と
よ
い
お
花
見

の
場
所
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〃
団
地
内
で
お
花
見
を
“

小
島
む
つ
み
会

設
立
記
念
植
樹

3

三



万葉の香りが残る

高萩ピーチパー

六
月
四
日
附
建
設
省
の
補
助
事
業

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
コ

ー
ス
タ
ル
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン

（
海
辺
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
）
整
備
計

画
地
域
に
、
高
戸
海
岸
（
高
戸
地
区
）

が
建
設
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
国
四
十
四
か
所
の
な
か
か
ら
十
二

か
所
が
認
定
）

今
後
は
、
こ
の
計
画
に
盛
ら
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
整
備
方
針
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
等
と
調
整
を
し
な
が
ら
実
現
に
む

け
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
対
象
と
な
っ
た
高
戸
海
岸
（
高

戸
地
区
）
は
、
関
根
川
か
ら
海
側
（
東

側
）
の
約
四
十
三
。
五
畑
、
海
岸
延
長

で
は
、
約
一
・
二
伽
（
高
萩
霊
園
墓
地

南
側
か
ら
関
根
川
河
口
）
の
地
域
で
、

花
園
・
花
貫
県
立
自
然
公
園
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
美
し
い
景
観
を
持
っ
た
海

岸
で
す
。

海
蝕
崖
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
持
つ

高
戸
海
岸
は
、
市
の
海
岸
延
長
六
・
四

ｍ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
万
葉
の
歌

人
は
、

（
》
一
『

計
画
で
は
、
四
十
三
・
五
畑
の
地
域

を
別
表
一
の
と
お
り
八
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
た
リ
ゾ

ー
ト
地
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
《

海
浜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
で

は
、
県
の
河
川
課
が
、
建
設
省
の
補
助

事
業
と
し
て
沖
合
百
五
十
ｍ
に
県
内
初

の
人
工
岩
礁
を
設
置
し
、
消
波
効
果
に

よ
る
海
岸
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
で
は
、
マ

リ
ン
タ
ワ
ー
を
官
民
一
体
で
建
設
し
て
、

こ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
く
予

定
で
す
。

と
歌
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
や
近

隣
地
域
の
人
々
か
ら
も
、
海
水
浴
や
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。八

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
整
備

と
お
づ
ま

遠
妻
し
高
に
あ
り
せ
ば
知
ら
ず
と
も

手
綱
の
浜
に
尋
ね
来
な
ま
し
〃

コ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン

こ
の
事
業
は
、
余
暇
時
間
の
増
加
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
多
様
化
に

備
え
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
人
た
ち
が
楽
し
め
る
憩
い
の
場

と
し
て
、
海
辺
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

も
の
で
す
。

そ
の
な
か
で
は
、
行
政
が
海
岸
整
備
、

海
浜
公
園
、
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
関

連
公
共
事
業
を
実
施
し
て
、
民
間
が
海

辺
の
魅
力
や
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
屋
外
広
場
、

ホ
テ
ル
、
民
宿
な
ど
を
建
設
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
策
の
効
果
と
し
て

○
地
域
の
人
が
海
と
ふ
れ
あ
う
憩
い
の

場
を
つ
く
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

機
能
の
充
実
に
よ
り
利
用
者
の
増
大

を
図
る
。

○
民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

民
間
活
力
を
積
極
的
に
活
用

Ｐ
毎

一

ン
整
備
計
画

都
心
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に

交
通
機
関
は
、
Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
か
ら
七

百
ｍ
、
国
道
六
号
か
ら
五
百
ｍ
の
至
近

距
離
に
あ
り
、
常
磐
自
動
車
道
が
供
用

さ
れ
る
と
、
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
昭
和
六
十
三
年
三
月
末
供
用
開
始
予

定
）
か
ら
も
約
五
ｍ
、
車
で
十
～
十
五

分
の
距
離
と
な
り
ま
す
。

都
心
か
ら
、
電
車
・
車
の
ど
ち
ら
を

利
用
し
て
も
二
時
間
で
到
着
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
高
萩
市
に
は
県
立
自
然
公
園

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
県
下
有
数
の
山

林
が
あ
り
、
と
く
に
、
花
貫
ダ
ム
、
花

貫
渓
谷
周
辺
は
、
茨
城
観
光
百
選
で
第

二
位
に
選
ば
れ
た
景
勝
地
で
、
現
在
、

○
交
流
施
設
の
整
備
に
よ
る
地
域
の
人

の
交
流
促
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
を
図
る
。

お
お
む

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
整
備
期
間
は
概
ね

五
年
程
度
で
、
総
事
業
費
は
七
十
八
億

円
（
試
算
）
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

4
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▲21世紀をめざした新しい海辺に(整備計画構想図）

高戸海岸整備計画図別整備計画の概要
叩

ソー･ン (別表1）

人工礁

1．海洋スポーツレクリエーションゾーン(3.0ha)

内海を利用したマリーンスポーツなど多彩な海辺空

間と，既設の民営プール施設ゾーンをつなげゥ広がり

:とにぎわいのある空間を演出します5Li塚＃: i i

宜掻園.緑地ゾｰﾝ〔高萩ビ弓バ尋診j"4闘ハ
" 〆， ． :録遠藤が，:灘”､

畷"蒋貞然的景観を生かし, :§宿泊施設や簿蕊魂蕊ﾝからの
､ ｡ , ＃、 ｡ ､ , , . ･ ~ , 、､ . ､､ . ｡ ; $ ｡ . ~ ｡ . ‘ ←凌鴛､ .. : ｡ $鰈｡ ｡､噌繰鰈･篭･ '"; ､鰯 ｡ . : ､ ･

詮f:!:激策と両海への接緒ゾーンと；して蕊一J” 備にじます郵？ ？識

ざ摺箔ｻﾆﾝ(7.6ha)〆" LLLJ好■巳firH
：

」 中央の山地の尾根部にシンボル的なゴンドミニアム

ホテルを中心に，多様な宿泊施設を設置する予定です。

4．海浜レクリエーシヨンゾーン(23ha)(人工礁）

沖合に人工礁をつくり,自然景観を崖がした海辺の

ふれあいの場や遊び場になります｡ 享 二

5.万葉｡ふれあいゾーン(6.5ha) ≦ ?

優れた自然景観や万葉の道のゲイト部として整備す

るとともに，探索のイベント広場などを整備します。

6.既存集落整備ゾｰﾝ(17.7ha) ?J ；f< :i ■ :

f〆土地区画整理事業(将来註”蕊“■い"施設
ふi"""と》#脚阿”蕊鍛f嘩謹蕊“

？ ;1蟻蕊§推進を図ります6 1 :･ I(""f;・可w ｡』舞澁j斑?『 ､ :我内陸ｽボｰｰﾂ施設ゾｰｼ(，ふぶきiな≦ J"" 1 i
海洋シーズン外の利用も期待できるテニスコート，

クラブ(民間） を整備し，合わせて関穂iIの護岸整備
をしていきます。

8．シンボルゾーン(0.2ha)
ﾐ

地域の人や市民のみなさんに親しまれる海洋シンボ
E 、

ル施設を，市民団体の参加など官民一体となって整備

を図ります。

’

JR高萩駅

▲8つのゾーンに分け､それぞれ特色をもったリゾート地に

県
の
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
国
民
休
養
地
整
備
事
業
な

ど
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
温
泉
が
湧
出
し
、
一
部
は
、
県
内
初

の
温
泉
病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
質
・
量
と
も
に
豊
富
な
こ
と
か

ら
、
こ
の
有
効
な
利
用
、
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
高
萩
市
に
は
、
海
浜
、
渓
谷
、
温

泉
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
の
あ
る
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

高
戸
海
岸
も
、
こ
の
よ
う
な
自
然
的
、
地
理
的
に

恵
ま
れ
た
条
件
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
増
大
す
る

余
暇
時
間
な
ど
を
考
え
、
広
域
的
な
市
場
を
意
識
し

な
が
ら
、
都
心
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
し
て
「
万
葉
の

香
り
が
残
る
高
萩
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
」
と
し
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

5
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二
百
二
人
が
参
加

第
八
回
市
民
寺

五
月
三
十
一
日
㈹
高
萩
カ
ン
ト
リ

二
百
二
人
が
参
加

第
八
回
市
民
ゴ

高
萩
カ
ン
ト
リ

ル
フ
大
会

ー
ク
｜
フ
ブ
で
、

が
参
加
し
て
第
八

ゴ
ル
フ
大
会
が
開

し
た
。成
續
（
敬
称
略

Ａ
ク
ラ
ス優
勝

準
優
勝

三
位

Ｂ
ク
ラ
ス優
勝

準
優
勝

三
位

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

Ａ
ク
ラ
ス

Ｂ
ク
』
ブ
ス

数
々
の
関
門
を
突
破
″

み
ご
と
小
学
生
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
に

ー

成
績
（
敬
称
略
）

個
人
優
勝

川
体
優
勝

繰
り
広
げ
ま
し

り
打 五

月
三
十
一

日
側
山
王
す

も
う
場
で
、
十

八
チ
ー
ム
、
百

五
十
人
（
う
ち

女
子
二
人
）
が

参
加
し
て
、
第

弾
一
（
」
７

ｂ
う
大
会
が
開

回
少
年
す

執
蠅
戦
力
色

局
萩
相
撲
ク
ラ
ブ

六
年
の
部

四
年
の
部

九
年
の
部

一
年
の
部

み か

高久美佳さん(高小5年）

（下手綱）
わら0

6月14日(| |） 埼玉県蕨市で行われた， 日本

珠算研究会主催の昭和62年度小．中学生そろ

ばん日本一決定戦に，市内からただ一人出場

した高久美佳さんが，掛け算，割り算暗算

読みあげ競技など，数々の関門を突破して小

学生そろばん日本一の座に輝きました、

二
年
の
部

大
友
憲

胡二今石
麻叢川井
田だ

一ギ寛ヌーギ
己み隆弗晃＊

村
竜
二

〆
〃
》
〆

＝=＝戦のアイデア料理
夏に負けないスタミナ料理(5人分）

世が毎&な載の畦(材料）

・レバー 5009 ol' |ごま 少々

I ●牛乳 100c,c ●みそ 大さじ1埼

h
●しょう油 少々 ●さとう 大さじ1%

●にんにく 1かけ ●油 大さじ光

●片栗粉 適宜 ●だし汁 30c.c.

●なす 5個 ●油 大さじ2

●しし唐辛子 15個

(作り方）

①レバーは，水で洗って--口大のうす切りに ⑲熱したフライパンに油を入れ， も

し，牛乳， しよう川少々，すりおろしたに を焼き，火が通ったら取り出す。

んに<と混ぜ，冷蔵庫に2時間入れておく。 子を妙めて， しょう油で味つけを

(2mに片栗粉をまぶして， 油であげる。 ⑤ねりみその材料をなべに入れ， 引

③なすはへたを1cm残したて半分に切り， な ぐり練りあげ， なすの切り口に肱

なめ格子の切り込みを入れる。しし唐辛子 、ごまをかけ， レバー， しし唐辛

は， たてに切り種をとる。 付ける。

､室 昌

4

(壼どな式の田楽

⑳熱したフライパンに油を入れ， な

一一

I
風） ’

I食生活改善推進員

沼田礼子さん

（秋山）

「夏は，暑いのであっさ

りしているものが食べやす

いし， スタミナもいっぱい

の料理です。お盆など， み

んなが集まるときに作って

喜ばれました。手軽にでき

る季節のもので，ねりみそ ：

づくりがポイントといえま ！

すね凶

6

すの両面

を焼き，火が通ったら取り出す。しし唐辛

子を妙めて， しょう油で味つける。

⑤ねりみその材料をなべに入れ，弱火でゆっ

くり練りあげ， なすの切り口にぬり妙った

、ごまをかけ， レバー， しし唐辛子を盛り

付ける。

’



、

五
月
二
十
一
日
附
山
梨
県
で
行
わ

れ
た
関
東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
主
催

の
ぼ
る

の
関
東
甲
信
越
大
会
で
、
根
本
昇
さ
ん

（
島
名
）
が
防
犯
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
県
内
か
ら
は
三
人
の

個
人
と
一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
内
か
ら
は
根
本
さ
ん
が
、
は
じ
め
て

の
表
彰
で
す
。

食
料
品
店
を
営
む
根
本
さ
ん
は
、
昭

和
四
十
年
に
防
犯
連
絡
員
に
委
嘱
さ
れ
、

昭
和
五
十
四
年
、
高
萩
市
防
犯
連
絡
協

議
会
副
会
長
に
就
任
、
各
種
防
犯
運
動

を
展
開
し
、
と
く
に
、
少
年
非
行
防
止

と
少
年
健
全
育
成
の
た
め
、
積
極
的
に

諸
活
動
を
推
進
し
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の

声
」
↑
ｑ
／
○

J
防犯功労者で

根本さんが表彰

～関東甲信越大会～
根本

（島

異さん

名）

六
月
七
旧
卿
島
名
走
ろ
う
会
で
は

昨
年
に
続
き
今
年
も
県
道
高
萩
大
子
線

の
国
道
昇
格
を
願
っ
て
、
螺
高
萩
市
大

ザ卓。 ｢高萩-西那須野'ﾙｰﾄ総延長:94km
′

国道昇格実現のために

みんなで運動を

麹

蕊漢鐸鍾

驚鰯蕊那須野町

簾
Ｉ
～

造
‐

高萩市～大子町

縦断駅伝大会高萩市 ▲早朝高萩駅をスタート

子
町
縦
断
駅
低
〃
を
実
施
し
ま
し
た
。

往
復
約
百
二
十
町
を
十
二
区
間
に
分

け
、
一
区
間
約
十
ｍ
を
三
人
が
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
折
り
か
ら
の
猛
暑

の
な
か
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

鈴
木
市
長
か
ら
、
黒
川
大
子
川
長
に

あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
早
朝
の
高
萩
駅

で
受
け
取
り
、
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
、

沿
道
の
人
た
ち
に
一
緒
に
運
動
し
ま
し

ょ
う
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
な
が
ら
、
大
子

駅
に
到
着
す
る
と
駅
長
以
下
、
全
職
員

が
大
歓
迎
で
む
か
え
て
く
れ
、
大
子
駅

長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
「
今
年
で
二
回
目
で
す
が
、
来
年
は

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
も
お
願
い
し

て
、
高
萩
か
ら
各
市
町
村
を
経
由
し
て

栃
木
県
の
西
那
須
野
ま
で
走
破
し
た

い
四
と
烏
名
走
ろ
う
会
の
み
な
さ
ん
の

夢
は
国
道
昇
格
実
現
に
む
け
て
大
き
く

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ｑ
島
名
走
ろ
う
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

気
概
落
合
せ
つ
さ
ん

（
高
浜
町
）

暗
中
模
索
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

稲
「
暑
い
に
つ
け
、
寒
い
に
つ
け
お
風

呂
に
入
る
こ
と
は
、
と
て
も
気
持
ち
の

よ
い
も
の
で
す
よ
ね
。
ね
た
き
り
の
病

人
に
と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
大

き
な
喜
び
で
す
。
そ
れ
を
思
う
よ
う
に

し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
看
病
を

す
る
者
の
一
番
の
苦
労
と
な
り
ま
す
。

私
は
、
二
年
半
前
に
、
王
人
（
病
気
で

約
八
年
間
寝
て
い
ま
し
た
。
）
を
亡
く
し

ま
し
た
が
、
そ
の
看
病
中
、
安
良
川
の

身
体
障
害
者
療
護
施
設
〃
愛
正
園
″
で
、

送
り
迎
え
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
一
年
半

に
わ
た
っ
て
十
二
Ⅲ
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
唖

と
話
す
落
合
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
百
か

日
が
過
ぎ
る
と
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

「
今
度
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思

い
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

一
員
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
、
第
一
・

第
四
火
曜
日
に
、
〃
愛
正
園
″
で
入
浴
の

とボランティア

③⑳

灘
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
約
三
か

月
に
一
度
、
入
浴
時
の
着
替
え
を
手
伝

う
・
・
…
．
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
だ
け
の
仕

事
で
す
哩
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
、
そ

の
も
の
が
、
ま
だ
、
耳
新
ら
し
く
、
暗

中
模
索
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

？
〃
親
切
の
押
し
売
り
″
〃
見
ら
れ
た

く
な
い
こ
と
を
垣
間
見
る
″
〃
不
用
意

な
ひ
と
こ
と
で
、
相
手
の
胸
を
え
ぐ
る
〃

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
も
わ
い
て
き

ま
す
。こ
れ
か
ら
、
多
く
の
み
な
さ
ん
と
考

え
、
行
い
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
納
得
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
み
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
四
と
落
合

さ
ん
は
、
自
分
に
言
い
き
か
せ
る
よ
う

に
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

＊
＊
＊

※
入
浴
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
、
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
に
な
っ
て
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

壷
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
四

＊

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ね

た
き
り
の
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

か
た
に
入
浴
サ

・
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
〃
愛
正

園
〃
の
送
迎
バ
ス
で
、
家
族
の
付
き
添

い
の
も
と
に
、
特
殊
浴
槽
で
入
浴
で
き

る
も
の
で
、
費
用
は
無
料
で
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
／
，
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鐘
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旧
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鍵
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1

昭和62年度中央公民館学級・講座合同開講式
ｒ

Ｕ

Ｉ

ｎ

１

叩

扉

引

骨

廻

０

罷

誤

宇

睡

！ 踊舜
■■■■

■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
弓■■■

4■■■
■■■厩

■■■■
■■■■
■■■■

に

5月29U(金） 文化会館で，昭和62年度

中央公民館学級・講座合同開講式が，約

600人の参加で行われました。

このあと，茨城大学名誉教授瀬谷義彦

先生を講師にむかえ， 「郷土の人物に想

う」というテーマの記念講演会が開かれ，

参加者のみなさんは，熱,L､に聞きいって

いました。

i

蕊

撚鍵幸 灘
Ｔ
工
十
十
工
杢
士

藤斌蕊潔
篝

…
苧

『 五
月
二
十
八
日
附
キ
リ
ス
ト
教
聖
叩
》
鵜

巾

強

翻

響

、

児
幼
稚
園
高
萩
分
園
の
園
児
二
十
三
人
溌

が
先
生
と
一
緒
に
、
市
役
所
を
訪
れ
、

云懲
幕
舞
蕊

鈴
木
市
長
に
「
私
た
ち
の
た
め
に
毎
日
垂
》

働
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
酉
と
花
の
』
一
》
》

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
蒋
鱸
《
鱒
鴬

に
も
、
消
防
署
、
郵
便
局
、
病
院
な
ど
鱒
羅

に
園
児
百
十
七
人
が
手
分
け
し
て
、
花
鍼

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
お
花
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

戸■■■■■■■■■■■■。

瞬冒畠昭和62年度

高萩市中央公民館学級講麗合同開講式
昭

高萩市中央公民
腰

講麗合同開講式 T 「両

』

;■礒 聯
蒲

。

Ｈ

、

Ｈ

Ｈ
ｕ
叩
Ｈ
Ｈ
叩
試
廿
目
Ⅱ

が
函
智
倒
卿
叩
剖
鵯
訓
叫
蹄

哩
制
司
杓

弾
期
い
り

濃
感 畦

■■■■

■■■■
■■■■
■■■、
■■■■

､] f

溌
幽
識

獺＋

ｰ

毎
℃…
一

蕊…蕊…鐸…鍛鎚謹蕊蕊蕊蕊駕篭一鐵謹＆

噂

鱗霞灘

I 1 ；霞騨露露露

口重鍔議圭患愚．
典亀

環境週間記念講演会

六
月
八
日
側
中
央
公
民
館
で
、
講
師
に
㈱

日
本
環
境
協
会
評
議
員
の
森
龍
太
郎
先
生
を
迎

え
、
〃
家
庭
教
育
と
環
境
〃
を
テ
ー
マ
に
環
境

週
間
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
約
百
六
十
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参

加
、
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

零屯

〆

雛雛

』Jﾊ霞 "ゴミOの曰”6号国道の空き缶を回収シ

5月30日(i) *&ゴミ0の日，，のこの日,赤浜地域の6号国道

沿いの空き缶回収作業が，地域の人など約150人が参加し

て行われました。

次々と空き缶を拾っていく ， みなさんの回収用のたまね

ぎ袋は， たちまち一杯になり， この日だけでダンプ2台分

口
婆

；

を回収しました。

六
月
十
三
日
⑪
烏
名
の
界
前
沢
地

区
の
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行
記
念
碑

除
幕
式
が
、
関
係
者
約
四
十
人
の
出
席

で
行
わ
れ
、
戸
田
正
人
ち
ゃ
ん
、
大
高

純
子
ち
ゃ
ん
の
二
人
の
手
に
よ
り
、
除

幕
の
ロ
ー
プ
が
引
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
九
年
二
月

に
推
進
委
員
会
を
設
立
し
て
、
ほ
場
整

備
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
こ
の
ほ

ど
完
成
、
こ
れ
を
記
念
し
て
碑
を
建
立

し
た
も
の
で
す
。

区
画
整
理
事
業
六
・
八
Ｍ

総
工
事
費
四
、
七
六
二
万
円

ほ
場
の
完
成
に
よ
り
、
大
型
機
械
の

導
入
が
可
能
と
な
り
、
農
業
生
産
の
省

力
化
や
土
地
利
用
の
近
代
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さか{､ぜんざ わ

界前沢地区土地改良事業共同施行記念碑除幕式
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患凸瑚

鐸

宜
侭
騨
塀
一
興

楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場

五
月
二
十
川
Ⅱ
㈹
森
林
公
園
で
、

第
十
三
回
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広

場
が
開
か
れ
、
八
つ
の
広
場
に
約
五
千

人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

轡
孝
１

撫鷺
難戦鼠識罵

鞘1弾H蝉

趨識鞭J

韓

調

麺

曲

詞

押

野灘溌 ▲野点にチョッピリ緊張ぎみ

▲フラインクデイスクにも家族連れで挑戦

六
月
十
四
日
側
文
化
会
館
で
、
高
萩
市
民

吹
奏
楽
団
の
第
一
回
定
期
演
奏
会
が
開
か
れ
、

約
六
百
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
、

あ
ざ
や
か
な
演
奏
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
「
は
じ
め
て
の
演
奏
会
で
、
と
て
も
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
で
き
で
し
た
。

だ
ん
だ
ん
落
ち
着
い
て
き
て
、
み
ん
な
乗
っ
て

い
ま
し
た
。
観
客
の
動
員
目
標
も
六
百
人
だ
っ

た
の
で
、
大
成
功
だ
と
思
い
ま
す
四
と
団
員
の

一
人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
成
功
〃

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か

け
で
、
高
萩
市
・
十
王
町
の
各
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ソ
ロ
市
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
の
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
十
一
世
紀
の
多
様
化
し

た
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
た
め
に
、
国
際
感
覚
を
養

う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
か
ら
送
ら
れ
た
絵
画
は
全
部
で

四
十
六
点
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
届
い

た
絵
画
は
六
十
三
点
で
、
五
月
の
末
か

ら
七
月
に
か
け
て
、
市
内
の
各
中
学
校

な
ど
で
、
現
在
、
巡
回
展
示
中
で
大
変

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
絵
画
の
交
換

高
萩
市
民
吹
奏
楽
団

第
一
回
定
期
演
奏
会

ー。

好
評
で
す
。

ｑ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画

増

ｑ
あ
ざ
や
か
な
演
奏

趣篭議

…

…ー;Z雷 可で弓憲冤…1一章秀

i i f:"､:
一

！戯

蕊
;熱；

I

i蕊

一
画

■
躍罰

塗竺鑿弓
1
1

農斗劃苫墓蕊瑞 ;凝霞

「
茨
城
県
の
高
温
泉
時
代
」

六
月
十
七
日
伽
春
日
町
の
高
萩
專

門
店
会
で
、
高
萩
青
年
会
議
所
主
催
の

経
営
セ
ミ
ナ
ー
が
、
㈱
茨
城
温
泉
開
発

代
表
取
締
役
の
堀
川
亀
雄
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
夢
へ
の
挑
戦
「
茨
城
県

の
高
温
泉
時
代
」
で
、
約
六
十
人
が
参

加
、
二
時
間
に
も
わ
た
る
熱
心
な
講
演

会
に
な
り
ま
し
た
。

堀
川
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
八
本
の
温

泉
発
掘
に
成
功
、
そ
の
現
代
の
宝
探
し

と
も
い
え
る
苦
労
話
し
や
そ
の
夢
を
語

夢
へ
の
挑
戦

っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

穂
積
家
で
行
わ
れ
た
歓
迎
の
昼
食
会

を
前
に
、
庭
園
で
丹
生
神
社
の
棒
さ
さ

ら
や
も
ち
つ
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
一
行

の
み
な
さ
ん
は
大
喜
び
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

大
使
も
「
テ
レ
ビ
で
は
見
た
こ
と
が
あ

ハンガリー大使が

来市？■ ■
華

六
月
十
四
Ⅱ
側
ハ

ン
ガ
リ
ー
大
使
夫
妻
や

大
使
館
関
係
者
、
友
好

協
会
会
員
な
ど
、
約
四

十
人
が
親
善
旅
行
と
し

て
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の

七
月
、
高
萩
市
で
行
わ

れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン

高
萩
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
「
参
加
さ
れ
た
若
い
み
な
さ
ん
に

も
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
何
か
残
し
て

置
き
た
い
と
い
う
強
い
情
熱
を
持
つ
よ

う
に
四
と
い
う
こ
と
ば
を
贈
り
ま
し
た

ｑ
み
な
さ
ん
も
強
い
情
熱
を
持
っ
て

り
ま
す
が
、
も
ち
つ
き
は
は
じ
め
て
で

す
Ｊ
と
い
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
末

永
い
親
善
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
カ
ー
ロ
イ
・
サ
ル
カ
ハ
ン
ガ

リ
ー
大
使
、
左
か
ら
二
人
目

9



肺
が
ん
検
診

か
く
た
ん

（
喀
疲
細
胞
検
査
）

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
終
る
と
、
暑

い
夏
の
到
来
で
す
。
同
時
に
食
中
毒
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
は
一
年

を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
七
、

八
、
九
月
の
三
か
月
で
一
年
の
約
六
割

が
お
き
て
い
ま
す
。
集
団
で
食
中
毒
を

が
ん
の
死
亡
率
の
う
ち
、
肺
が
ん
は

第
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

市
で
は
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
を
目
的

に
喀
疾
の
細
胞
検
査
を
行
い
ま
す
。

次
の
項
目
に
該
当
す
る
か
た
は
、
電

話
、
ま
た
は
、
直
接
衛
生
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
満
四
十
歳
以
上
の
市
民

○
喫
煙
歴
一
日
二
十
本
以
上
で
二
十

年
以
上
の
か
た

○
自
覚
症
状
せ
き
、
疾
、
胸
痛
等
が

一
か
月
以
上
統
い
て
い
る
か
た
、
及

食
中
毒
に
ご
用
心

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

礎“－－歩 、
－

お
こ
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
の
時

期
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
意
外
に

家
庭
で
の
発
生
も
多
い
の
で
す
。

食
中
毒
を
お
こ
す
原
因
に
は
、
種
々

あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
を
占
め
る
の
が

細
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

食
中
毒
予
防
三
大
原
則

○
清
潔
を
心
が
け
る

調
理
前
の
手
洗
い
は
、
流
水
で
石
け

ん
を
用
い
て
行
う
こ
と
。
ふ
き
ん
、
ま

な
板
等
の
調
理
器
具
は
、
熱
湯
や
消
毒

液
で
時
々
消
毒
す
る
。
日
光
に
当
て
乾

燥
さ
せ
る
こ
と
も
効
果
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
細
菌
を
運
ぶ
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ

成
人
の
破
傷
風
予
防
接
種

び
血
疾
の
で
る
か
た

申
込
期
間
七
月
二
十
七
日
㈲
か
ら
八

月
一
Ｈ
㈹
ま
で

申
込
先
衛
生
課
念
二
三
’
一
二
一

一
内
線
三
六
二
～
三
六
四

科
金
八
百
円

※
申
し
込
ん
だ
か
た
に
は
、
後
日
喀
疾

採
取
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
そ

の
旨
通
知
し
ま
す
。

（
無
料
）

破
傷
風
は
、
致
死
率
の
高
い
病
気
で

農
作
業
や
土
木
作
業
、
工
場
災
害
、
交

通
事
故
な
ど
で
け
が
を
し
た
時
に
か
か

（
）

エ
、
ね
ず
み
等
の
駆
除
や
侵
入
防
止
に

も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
迅
速
な
調
理
と
食
事

食
品
は
で
き
る
だ
け
新
鮮
な
も
の
を

買
う
よ
う
に
し
、
常
温
で
の
長
い
放
置

な
ま

は
避
け
る
。
特
に
生
も
の
に
は
気
を
つ

け
る
こ
と
。
購
入
後
は
な
る
べ
く
早
く

調
理
し
食
べ
る
こ
と
。
量
は
余
分
に
作

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
加
熱
と
冷
却

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
熱
に
弱
い
も
の

が
多
く
、
妬
℃
以
上
に
加
熱
さ
れ
る
と

死
滅
す
る
の
で
、
食
品
に
は
火
を
通
す

こ
と
が
大
事
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冷

蔵
庫
等
で
冷
却
す
る
場
合
、
細
菌
の
増

殖
を
防
げ
る
の
は
、
５
℃
以
下
で
す
。

冷
蔵
庫
の
開
閉
の
回
数
や
時
間
、
保
存

す
る
食
肋
の
量
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す

る
免
疫
は
、
予
防
接
種
以
外
に
方
法
が

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
今
年
も
医
師
会

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
次
の
日
程
で
破

傷
風
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
か
た
は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
接
種
し
て
、
今
年
追
加

の
か
た
は
個
人
通
知
し
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

前
の
出
生
者
の
市
民

料
金
無
料

接
種
の
Ⅱ
時
と
会
場

一
回
目

接
種

按追

種加
在
宅
言
護
帰
な
ど
の
調
査

保
健
所
相
談
日
の
お
し
ら
せ

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
ま
た

は
、
准
看
護
婦
の
免
許
を
持
っ
て
い
て

看
護
婦
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
い
な
い

か
た
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
年
間
（
随
時
）

七
月
は
強
化
調
査
月
間

方
法
衛
生
課
、
ま
た
は
、
高
萩
保

健
所
に
備
え
て
あ
る
調
査
票
に

ご
希
望
、
ご
意
見
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
結
果
、
就
業
を
希
望
す
る
か
た

に
つ
い
て
は
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
な

お
、
調
査
結
果
は
秘
密
扱
い
と
し
ま
す

申
込
先

申
込
期
日

一
回
目

種
種

．
お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談

毎
月
第
四
金
曜
日

，
一
般
の
心
の
健
康
相
談

毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日

受
付
時
間
午
後
一
時
か
ら
二
時

戸

一 ／

来
年
九
川
ご
ろ

九
月
二
十
四
日
附
中
央
午
後
一
時
～

二
十
五
日
鯛
公
民
館
一
時
三
十
分

十

月

一

十

七

日

ｗ

三
十
日
翁

期

八
月
三
日
側
か
ら
八
日
㈹

ま
で
衛
生
課
丑
二
三
’
二
二

一
内
線
三
六
三
、
三
六
四

口

会
場
受
付
時
間

〃〃

飼
え
な
く
な
っ
た

犬
、
ね
こ
等
の
引
き
取
り

※
相
談
は
無
料
で
、
専
門
医
及
び
専
門

職
員
が
行
い
ま
す
の
で
、
個
人
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
日
以
外
で
も
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
等
で
連
絡
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
結
構
で
す
。
詳
し
く
は
、
高
萩
保

健
所
へ
壷
二
二
’
二
六
二
八

六
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
の
午
後
一
時

か
ら
一
時
十
分
の
間
、
市
役
所
敷
地
内

の
郵
便
ポ
ス
ト
前
（
門
入
り
左
）
で
、

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
、
ね
こ
等
の
定
時

定
点
（
定
め
ら
れ
た
日
時
の
引
き
取
り
）

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
夏
期
及
び

年
末
年
始
の
次
の
期
間
は
業
務
を
休
止

し
ま
す
。

夏
期
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日

年
末
年
始
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
一

月
五
日

ま
た
、
祝
祭
日
の
振
替
Ⅱ
は
あ
り
ま

せ
人
の
で
ご
了
知
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

盃
○
二
九
六
七
’
二
’
一
二
○
○

〈
衛
生
課
〉
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と

話

舗
俗
鰔
１
諄

神
６

緬
民
細
ｉ
田圭心

高
三

大
能
の
人
が
語
る
「
蛇
婿
入
り
」
で

蛇
の
全
身
に
針
が
刺
さ
り
、
精
魂
尽
き

て
し
ま
う
と
あ
る
が
、
針
が
蛇
の
危
害

か
ら
女
性
を
守
る
話
も
古
く
か
ら
み
え

る
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
橘
成

季
（
た
ち
ば
な
の
な
り
す
え
）
が
ま
と

め
た
『
古
今
著
聞
集
』
の
巻
二
十
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

摂
津
国
ふ
き
や
と
い
う
所
に
下
女
が

い
た
。
夏
に
昼
寝
を
し
て
い
る
と
、
家

の
た
る
き
に
大
き
な
蛇
が
巻
き
つ
い
て

い
た
。
こ
の
女
の
上
で
、
し
っ
ぽ
を
た

る
き
に
巻
き
つ
け
、
頭
を
下
げ
て
女
に

落
ち
か
か
ろ
う
と
し
て
は
、
ま
た
鎌
首

を
あ
げ
る
こ
と
が
二
度
や
三
度
で
は
な

か
っ
た
。

夫
は
不
思
議
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ

と
思
い
、
こ
と
の
結
果
を
見
極
め
よ
う

と
し
追
い
は
ら
わ
ず
に
隠
れ
て
の
ぞ
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
蛇
は
ど
う
し
て
も

落
ち
か
か
ら
な
い
の
で
、
あ
や
し
く
思

っ
て
女
の
姿
を
よ
く
見
る
と
、
着
物
の

私
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
〃
水
〃
を

何
に
使
い
、
そ
し
て
そ
の
〃
水
〃
は
使

用
後
、
ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。

各
家
庭
で
、
洗
濯
、
炊
事
、
掃
除
、

風
呂
な
ど
で
使
わ
れ
た
〃
水
〃
は
、
道

路
の
側
溝
を
通
り
川
へ
、
や
が
て
は
海

へ
と
流
れ
ま
す
。

〃
水
″
は
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
海
ま

で
の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
と
な
り
、

大
半
は
汚
水
と
な
っ
て
海
に
流
れ
ま
す

水
へ
の思
い
や
り

▼｢古今著聞集｣に

みえる蛇の話

売
国
概
津
蝿
ふ
き
や
の
下
女
斑
潅
せ
し
に
大
蛇
藩
懸
か
る
事

の
■

し
も
背
ん
誼

五

脚
ｔ
ひ

磯
津
國
ふ
き
や
と
い
ふ
所
に
下
女
あ
り
け
り
、
》
夏
ひ
る
ね
し
た
り
け
る
に
、
家
の
た
る
き
に
、
大

こ

の

な
る
く
ち
な
は
ま
と
ひ
つ
き
て
あ
り
け
り
。
此
女
の
う
へ
に
て
、
足
を
ば
た
る
き
に
罠
と
ひ
て
、
頭

脚
Ｂ

を
さ
げ
て
藩
か
上
ら
ん
と
し
け
る
か
、
又
ひ
き
か
へ
し
‐
Ｊ
、
す
る
郡
、
た
び
，
Ｊ
、
唇
な
り
に
け
り
」

上
い
き
詫
参

夫
ふ
し
ぎ
の
や
う
か
な
と
お
も
ひ
て
、
こ
と
の
や
う
見
は
て
ん
と
恩
て
、
迫
も
の
け
ず
し
て
か
く
れ

天
脚
吻

よ
り
の
ぞ
き
居
た
り
。
￥
か
く
た
び
ノ
ー
、
し
け
れ
ど
も
、
い
か
に
も
蕗
か
聖
ら
さ
り
け
れ
ば
、
あ
や
し

七

火
８
Ｆ

く
て
女
を
よ
り
て
入
れ
罐
、
か
た
び
ら
、
む
ね
匡
大
な
る
針
を
さ
し
た
り
け
る
が
、
き
ら
ノ
ｆ
、
と
し

八

Ｎ
、
ず

て
ゑ
え
け
り
こ
‐
も
し
こ
れ
に
恐
る
坐
か
と
恩
て
、
針
を
い
き
て
、
又
も
と
の
所
に
て
み
る
に
、
や
が

二
句

て
く
ち
な
は
お
ち
か
Ｌ
り
に
け
り
ｃ
其
時
よ
り
て
う
ち
は
な
ち
つ
。
す
な
ば
ち
女
お
ど
る
き
て
か
た

又
「
常
午
、
９
）

り
け
る
ば
、
「
夢
に
も
あ
ら
ず
う
つ
塁
に
も
あ
ら
で
、
う
つ
く
し
き
男
の
き
て
、
わ
れ
を
懸
想
し
つ
る

畠
歩
）

を
、
な
ん
ぢ
き
て
、
を
ひ
さ
ま
た
げ
つ
る
な
り
一
と
そ
い
ひ
け
る
。
さ
れ
ば
人
の
身
涯
は
、
激
の
た

ず

一

○

ぐ
ひ
を
ば
必
も
つ
べ
き
な
り
。
わ
づ
か
な
る
針
に
だ
に
毒
鐡
お
そ
れ
を
な
す
こ
と
か
Ｌ
り
。
い
は
ん

戸
一
』
－
４
Ｊ

や
太
刀
に
お
い
て
を
や
．
』
か
な
ら
ず
武
功
を
た
て
ず
と
も
、
ま
も
り
の
た
め
に
も
つ
べ
き
那
也
。

売
国
概
津
蝿
ふ
き
や
の
下
女
斑
潅
せ
し
に
大
蛇
藩
懸
か
る
事

の
■

し
も
背
ん
誼

五

脚
ｔ
ひ

磯
津
國
ふ
き
や
と
い
ふ
所
に
下
女
あ
り
け
り
、
》
夏
ひ
る
ね
し
た
り
け
る
に
、
家
の
た
る
き
に
、
大

こ

の

な
る
く
ち
な
は
ま
と
ひ
つ
き
て
あ
り
け
り
。
此
女
の
う
へ
に
て
、
足
を
ば
た
る
き
に
罠
と
ひ
て
、
頭

脚
Ｂ

を
さ
げ
て
藩
か
上
ら
ん
と
し
け
る
か
、
又
ひ
き
か
へ
し
‐
Ｊ
、
す
る
郡
、
た
び
，
Ｊ
、
唇
な
り
に
け
り
」

上
い
き
詫
参

夫
ふ
し
ぎ
の
や
う
か
な
と
お
も
ひ
て
、
こ
と
の
や
う
見
は
て
ん
と
恩
て
、
迫
も
の
け
ず
し
て
か
く
れ

天
脚
吻

よ
り
の
ぞ
き
居
た
り
。
￥
か
く
た
び
ノ
ー
、
し
け
れ
ど
も
、
い
か
に
も
蕗
か
聖
ら
さ
り
け
れ
ば
、
あ
や
し

七

火
８
Ｆ

く
て
女
を
よ
り
て
入
れ
罐
、
か
た
び
ら
、
む
ね
匡
大
な
る
針
を
さ
し
た
り
け
る
が
、
き
ら
ノ
ｆ
、
と
し

八

Ｎ
、
ず

て
ゑ
え
け
り
こ
‐
も
し
こ
れ
に
恐
る
坐
か
と
恩
て
、
針
を
い
き
て
、
又
も
と
の
所
に
て
み
る
に
、
や
が

二
句

て
く
ち
な
は
お
ち
か
Ｌ
り
に
け
り
ｃ
其
時
よ
り
て
う
ち
は
な
ち
つ
。
す
な
ば
ち
女
お
ど
る
き
て
か
た

又
「
常
午
、
９
）

り
け
る
ば
、
「
夢
に
も
あ
ら
ず
う
つ
塁
に
も
あ
ら
で
、
う
つ
く
し
き
男
の
き
て
、
わ
れ
を
懸
想
し
つ
る

畠
歩
》 ー

胸
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
針
を
刺
し
て
お

り
、
き
ら
き
ら
光
っ
て
見
え
た
。
も
し

こ
れ
に
恐
れ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
針

を
抜
き
取
っ
て
、
ま
た
隠
れ
て
見
て
い

る
と
大
蛇
は
女
の
上
に
落
ち
た
の
で
、

す
ぐ
に
追
い
払
っ
た
。
女
は
驚
き
「
夢

の
よ
う
な
よ
い
気
持
ち
で
い
る
と
、
美

し
い
男
が
来
て
私
に
思
い
を
か
け
て
い

た
の
に
、
お
前
が
来
て
じ
ゃ
ま
を
し
た
四

と
言
っ
た
と
い
う
。

‐
ノ
ー
ノ
Ｊ
ｒ
し
、
１
』
・
…
」
く
』
、
‐
一
ノ
‐
川
‐
／
し
，
●
小
Ｉ
Ｉ
Ｔ
。
Ｊ

み
な
さ
ん
の
出
し
た
汚
水
は
、
も
う
一
強
調
月
間
」
で
す
。
次
代
を
担
う
青
少
苦
し
み
に
経
験
豊
か
な
專
門
の
相
談
昌
〈

自
然
の
力
だ
け
で
は
、
き
れ
い
に
な
ら
一
一
年
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
た
く
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
壷
○
二
九

な
い
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
圭
一
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民
共
通
二
’
一
五
’
七
八
三
○
（
ナ
ヤ
ミ
ゼ
且

私
た
ち
は
、
〃
水
〃
を
汚
す
だ
け
で
、
あ
一
の
願
い
で
す
。
家
庭
教
育
電
話
相
談

と
は
自
然
の
力
に
ま
か
せ
っ
き
り
で
い
一
一
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
月
一
日
○
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
テ
レ
フ
ォ
ン

い
の
で
し
ょ
う
か
？
一
一
一
伽
か
ら
の
強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
、
青
相
談
ゴ
ー
ナ
ー

そ
こ
で
、
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
集
一
少
年
相
談
員
を
中
、
心
に
非
行
防
止
や
環
青
少
年
非
行
、
自
殺
防
止
等
の
た
め

め
、
一
括
し
て
処
理
す
る
〃
下
水
道
″
一
境
浄
化
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
の
圭
月
少
年
や
保
護
者
の
悩
み
に
専
門
の

が
注
目
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
一
一
一
○
商
店
な
ど
の
協
力
依
頼
相
談
貝
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

Ｉ
言
店
、
金
物
店
、
薬
局
、
喫
茶
店
、
壷
○
二
九
二
’
三
一
ｌ
ｏ
九
○
○

胸
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
針
を
刺
し
て
お
飲
食
店
、
そ
の
他
小
売
店
、
サ
ー
ビ
ス
県
警
察
本
部
少
年
課
（
各
警
察
署
で

り
、
き
ら
き
ら
光
っ
て
見
え
た
。
も
し
業
な
ど
の
、
市
内
の
関
係
業
種
の
か
た
も
少
年
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
）

こ
れ
に
恐
れ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
針
が
た
に
「
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
」
○
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
で
お
困
り
の

を
抜
き
取
っ
て
、
ま
た
隠
れ
て
見
て
い
と
し
て
依
頼
し
、
青
少
年
に
ふ
さ
わ
し
か
た

る
と
大
蛇
は
女
の
上
に
落
ち
た
の
で
、
く
な
い
行
動
を
発
見
し
た
場
合
や
、
青
シ
ン
ナ
ー
乱
用
や
覚
せ
い
剤
の
問
題

す
ぐ
に
追
い
払
っ
た
。
女
は
驚
き
「
夢
少
年
の
た
め
の
よ
い
環
境
づ
く
り
に
つ
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

の
よ
う
な
よ
い
気
持
ち
で
い
る
と
、
美
い
て
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
壷
○
二
九
二
’
二
四
○
○
五
九

し
い
男
が
来
て
私
に
思
い
を
か
け
て
い
○
夏
休
み
中
の
街
頭
活
動
県
衛
生
部
薬
務
課

た
の
に
、
お
前
が
来
て
じ
ゃ
ま
を
し
た
四
夏
休
み
期
間
中
の
青
少
年
の
非
行
を
○
電
話
児
童
相
談

と
言
っ
た
と
い
う
。
防
ぐ
た
め
に
、
各
関
係
機
関
と
の
連
絡
子
ど
も
の
養
育
や
し
つ
け
な
ど
の
悩

調
整
や
、
街
頭
活
動
日
を
設
け
て
の
一
み
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
壷
○
二

ご
し
に
大
蛇
藩
懸
か
る
事

亙

り
ゞ
》
夏
ひ
る
ね
し
た
り
け
る
に
、
家
の
た
る
き
に
、
大

斉
活
動
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
九
二
’
二
六
’
四
一
五
四
（
ョ
イ
コ
ョ
）

こ

の此
女
の
う
へ
に
て
、
足
を
ば
た
る
き
に
雲
と
ひ
て
、
頭
の
み
な
さ
ん
も
非
行
防
止
や
環
境
浄
化
県
中
央
児
童
相
談
所

き
か
へ
し
‐
Ｊ
、
す
る
郡
、
た
び
，
Ｊ
、
唇
な
り
に
け
り
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
○
子
ど
も
教
育
相
談

上
い
き
詫
参

の
や
う
見
は
て
ん
と
恩
て
、
迫
も
の
け
ず
し
て
か
く
れ

自
分
の
悩
み
や
困
り
ご
と
、
子
ど
も
子
ど
も
が
学
校
教
育
に
慣
れ
な
い
と

天
御
い

れ
ど
も
、
い
か
に
も
蕗
か
聖
ら
さ
り
け
れ
ば
、
あ
や
し

の
非
行
や
家
出
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
か
、
登
校
拒
否
な
ど
教
育
上
の
問
題
の

火
８
Ｆ

ね
匡
大
な
る
針
を
さ
し
た
り
け
る
が
、
き
ら
ノ
ｆ
、
と
し

い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
気
軽
に
ダ
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

て
、
針
を
い
き
て
、
又
も
と
の
所
に
て
み
る
に
、
や
が

イ
ヤ
ル
を
回
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
念
○
二
九
二
’
二
四
’
五
三
五
○

り
て
う
ち
は
な
ち
つ
。
す
な
ば
ち
女
お
ど
る
き
て
か
た

「
常
午
函
亀
。
）

の
ら
で
、
う
つ
く
し
き
男
の
き
て
、
わ
れ
を
鷺
上
つ
る
○
心
の
ダ
イ
ヤ
ル
県
立
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

悠
鯛
尉
測
剰
鰹
繩
一
菫
自
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

つ
く
ま
で
に
は
、
き
れ
い
に
な
っ
て
し
一
一

～
高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
～

士
ふ
い
土
手
－
し
た
に
。

今
は
ど
う
で
し
ょ
う
カ
ワ
、

’
一
七
月
は
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
青
少
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
悩
み
や

弱

町1



蕊
「工業団地を訪唖。
～企業紹介～

⑫

金属鉱業事業団
理事長佐藤淳一郎さん

東京都在住，奥さんと二人暮らし〔》

「高萩は，私にとって極めて思い出

深い所です。昭和23年，石炭国家管理

によって， 当時の平市に石炭局が設置

され，東京から転勤した私が平に寮が

完成するまでの約半年間，高萩駅近く

の東部石炭協会事務所の2階に間借り

していました。

再び，高萩市とご縁ができて喜んで

います｡，

住 所高萩市上手綱字朝山3333-34

（手綱工業団地）高萩備蓄倉庫

資本金232億8.900万円

主な事業希少金属鉱産物の備蓄及び国内

外の非鉄金属の調査等

敷地面積 20,833nf

施設面積 1 1 ，088㎡

職員数 213人(本社職員含む｡）

高萩備蓄倉庫竣工昭和62年4月

金
属
鉱
業
事
業
団
は
、
わ
が
国
の
資

源
政
策
の
実
施
機
関
と
し
て
、
国
か
ら

の
全
額
出
資
金
に
よ
り
昭
和
三
十
八
年

に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。
本
社
は
、

東
京
都
港
区
に
あ
り
、
国
内
二
十
六
か

所
に
支
所
、
事
業
所
及
び
研
究
所
を
も

ち
、
海
外
十
一
か
国
に
駐
在
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業
に
と
つ

（
》

て
必
要
な
銅
、
鉛
、
亜
鉛
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
な
ど
の
非
鉄
金
属
を
は
じ
め
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
航
空
、
宇
宙
等
先

端
技
術
産
業
に
不
可
欠
な
ニ
ッ
ケ
ル
、

モ
リ
ブ
デ
ン
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
等
の
希
少

金
属
（
一
般
的
に
は
レ
ア
メ
タ
ル
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
）
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
当
事
業
団
は
国
内
、
海
外
、

深
海
底
等
で
の
調
査
、
技
術
の
開
発
、

備
蓄
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
高
萩
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
た
レ
ァ
メ
タ
ル
国
家
備
蓄
の

基
地
と
し
て
、
関
東
、
東
北
、
中
部
九

県
、
四
十
八
候
補
地
の
中
か
ら
、
港
湾
、

道
路
、
そ
の
他
の
環
境
が
最
適
の
地
と

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
用
地
の
選
定
、

倉
庫
の
建
設
、
備
蓄
物
質
の
搬
入
に
当

た
り
、
高
萩
市
や
地
元
の
み
な
さ
ん
が

た
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
高
萩
備
蓄
倉
庫
に
保
管
し
て

い
ま
す
レ
ア
メ
タ
ル
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
、

モ
リ
ブ
デ
ン
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
等
七
鉱
種

で
、
昭
和
四
十
年
代
末
に
経
験
し
た
オ

イ
ル
シ
ョ
ヅ
ク
の
よ
う
な
突
発
的
供
給

障
害
に
出
合
っ
て
も
、
わ
が
国
の
産
業

活
動
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
日
本

の
年
間
消
費
量
の
約
二
十
五
日
分
に
あ

た
る
も
の
で
す
。

当
事
業
団
は
、
課
せ
ら
れ
た
使
命
の

達
成
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
と
と
も

に
、
隣
人
の
み
な
さ
ん
と
の
連
帯
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
四

と
佐
藤
理
事
長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

主
な
出
演
者

松
本
幸
四
郎

坂
東
彦
三
郎

市
川
新
車

中
村
橋
之
助

澤
村
由
次
郎

松
本
錦
吾

澤
村
昌
之
助

澤
村
田
之
助

中
村
芝
翫

演
目

鶴
屋
南
北
作

と
き
は
い
髄
諸
』
茜
ぷ
う
の
は
た
あ
げ

第
一
時
今
也
桔
梗
旗
揚
二
幕

超
ら
い

本
能
寺
馬
盟
の
場

愛
宕
山
連
歌
の
場

（
か
い
せ
つ
）

と
き
も
苫
】
き
よ
う
Ｆ
易
つ

こ
の
狂
言
の
本
名
題
は
「
時
桔
梗
出

せ
の
う
け
じ
よ
う

世
請
状
」
、
世
話
物
の
名
作
者
四
世
鵺
屋

七
月
二
十
七
日
㈲
午
後
一

松
竹
大
歌
舞
伎

入
場
券
発
売
中

Ｓ
席
四
、
五
○
○
円

Ａ
席
四
、
○
○
○
円

一一

茨 糞
化
舎
鬮
も
よ
お
し
も
⑳

’

時
｛

7園27鍜難職高萩市立化会館

南
北
の
珍
し
い
時
代
物
で
、
全
五
幕
の

作
品
で
す
。
現
在
は
三
幕
目
だ
け
が
後

世
に
遣
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
時
今
也
桔
梗

旗
揚
」
の
外
題
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
、

「
本
能
寺
」
の
場
で
は
、
「
馬
盟
の
光

秀
」
と
い
う
様
に
、
馬
盟
で
酒
を
飲
ま

さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
主
君
小
田
春
永

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
侮
辱
を
受
け
る
光
秀

の
悲
憤
の
表
現
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
「
愛

宕
山
」
で
も
光
秀
の
沈
潜
し
た
気
分
は

続
き
、
最
後
の
三
方
を
踏
み
く
だ
く
大

見
得
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
謀
叛
の
旗

揚
げ
の
く
だ
り
で
爆
発
的
に
盛
り
上
が

り
ま
す
。

第
二
御
目
見
得
口
上
一
幕

藤
間
勘
十
郎
・
振
付

酌
お
と
ど
う
ち
よ
う
Ｕ

第
三
男
女
道
成
寺

常
磐
津
連
中

長
唄
雌
子
連
中

所
用
時
間
約
三
時
間
五
分

（
か
い
せ
つ
）

「
男
女
道
成
寺
」
は
「
道
成
寺
物
」

の
数
多
い
変
形
の
一
つ
で
あ
り
、
二
人

の
白
拍
子
が
鐘
供
養
に
来
て
舞
い
は
じ

め
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
一
人
の
烏
帽
子

が
落
ち
て
狂
言
師
の
男
と
分
り
ま
す
。

そ
の
あ
と
二
人
で
、
つ
ま
り
男
と
女
が
、

か
ら
ん
で
華
や
か
に
踊
る
の
で
す
が
、

そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
趣
向
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
長
唄
・
常
磐
津
の
掛
合

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
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制

みんなで参加しよう

第17回 高萩まつり
り
が
、
本
町
通
り
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す

第
十
七
回
高
萩
ま

つ
り
が
、
七
月
二
十

五
日
㈱
、
二
十
六
日

卿
の
二
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
流
し
踊

り
に
、
み
こ
し
広
場

に
そ
ろ
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
・

○
本
町
通
り
で
流
し

お
ど
り

.庁冒）
、

今
年
も
〃
市
民
ば

職
分 の

流
し
お
吟

○
流
し
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

流
し
踊
り
の
型
は
、
正
調
と
自
由
の

二
種
類
で
す
。

正
調
賞
（
三
団
体
）

自
由
賞
（
三
団
体
）

ア
イ
デ
ア
賞
（
三
団
体
）

※
賞
状
並
び
に
賞
金
が
で
ま
す
。

○
流
し
踊
り
参
加
の
〃
連
″
を
募
集
し

ま
す
。

二
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
み
こ
し
広
場
の
参
加
団
体
の
募
集

駅
前
通
り
で
の
み
こ
し
広
場
は
、
市

内
各
地
域
の
み
こ
し
を
一
堂
に
集
め
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

※
参
加
申
込
言
が
、
商
工
課

に
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
い
ず
れ
も
市

役
所
商
工
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
二
二
一

内
線
四
六
二

○
踊
り
を
教
え
ま
す

〃
高
萩
市
民
ば
や
し
″
の

踊
り
講
習
を
受
け
た
い
各
種

団
体
や
、
グ
ル
ー
プ
（
十
名

以
上
）
に
は
、
講
師
を
派
遣

し
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

､幸：

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
は
、
い
ま

ま
で
四
期
で
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年

度
か
ら
納
期
が
変
わ
り
、
五
期
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

改
正
後
一
期
五
月
、
二
期
七
月
、

三
期
九
月
、
四
期
十
一
月
、

五
期
一
月

（
改
正
前
一
一
一
銅
缶
当
鄙
一
一
“
恥
調
、
）

ｌ
税
務
課
Ｉ

〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
助

け
る
た
め
、
地
域
に
理
解
と
協
力
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
が
丘
期
に
な
り
ま
し
た

毎
年
七
月
は

〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃

月
間
で
す

昭
和
六
十
二
年
度
茨
城
県
職
員
等
採

用
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
と
受

験
申
込
用
紙
の
請
求
は
、
茨
城
県
人
事

委
員
会
事
務
局
（
〒
三
一
○
水
戸
市

三
の
丸
一

五
’
三
八
壷
○
二
九
二

強

試，験日 最終合

格発表

等ｲ ‘i

期間
職 種 受験資格

第2次

溌溌遡勢
第1次

ｰ
昭和36年4月2日

’綴試験事 務捕喫麓報
た者．

事務（知事・ 昭和41年4月2日

教育･警察） ・から昭和45年4月

初級試験農業土木・林1日までに生まれ

業・電気・交た者（交通巡視員

通巡視員 は女子のみ) 10月
18日

昭和36年4月2上｜
市町村立

小中学校栄養三浦騨鮮報
職員中級試験

た者

市町村立事 務昭和41年4月2日

観難(識)憩喫鰯

事 裕

事務（知事・

教育･警察） ・

農業土木・林

業・電気・交

通巡視員

初級試膨

市町村立

小中学校

職員中級試験

栄養士

茨
城
県
職
員
等
採
用
試
験
案
内

8月

'1月 12月 21日
下旬 ’P旬 qIH

ゾノ」

4日

〔課蕊構鍾〕；

二一

八
一
二
内
線
五
三
二
一
～

三
）
へ
。
な
お
、
受
験
申
込
用
紙
を
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
に
試
験

名
を
朱
害
し
、
七
○
円
切
手
を
貼
っ
た

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

昭和35年4月2H

から昭和41年4月

1日までに生まれ

た男子で，大学を
卒業した者又は昭

和63年3月までに

卒業見込みの者

6月

ワ貝口

10月 10月 白“' 1

上旬下旬 71月
24日

月
日

８
４

、

唱和35年4月2日

ｹ､ら昭和45年4月

1日までに生まれ

と男-r で，警察官

A以外の者 ゞ

警察官試聴
F蕊●

B 月
日
！

８
別

11月

中旬
月
旬

ワ
］
１

℃
１
に

月
日
９
〃

q日
ツユJ

17H

昭禾''38年4月2日

から昭和45年4月

1日までに生まｵ1

た女子

〔
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小・中学校のブールを

無料開放

畦
側
禮
ら
率
堕
土
吐
岫
此
地
一
一
可
吐
、
少
年
水
泳
教
室

四
日
㈹
の
七
日
間
蓼
加
料
一
、
○
○
○
巴
じ
か
ん
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前

申
し
込
み
受
付
七
月
十
三
日
㈲
か
ら
十
一
時
三
十
分

七
月
二
十
日
側
ま
で
、
参
加
料
を
添
え
と
こ
ろ
東
小
学
校
プ
ー
ル

て
市
民
体
育
館
へ
畳
二
三
二
五
五
対
象
者
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生

三
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
募
集
人
員
五
十
入

り
ま
す
。

親
子
水
泳
教
室

少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

じ
か
ん
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後

じ
か
ん
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
三
時
三
十
分

十
一
時
三
十
分
と
こ
ろ
東
小
学
校
プ
ー
ル

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
対
象
者
小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生
と

対
象
者
小
学
川
年
生
か
ら
六
年
生
そ
の
親

募
集
人
員
四
十
人
募
集
人
員
二
十
組
（
四
十
人
）

市
民
体
育
館
Ｉ

夏期の体力づくりの一環として，小・中学校の

プールを無料で開放します。みなさんご利用くだ

さい。

〆へ

P

や
○小学校プール（団体と個人に開放）

開放学校高萩・松岡・秋山・東の各小学校

開放期間 7月27日(月)から8月14日(金), 8月17日

（月）から30日旧)まで

（辨縦荊巽“’1
個人が自由に利用できる日時

土曜日午後1時から午後4時

日曜日午前10時から午後3時

団体が利用できる日時

月～金曜日午前9時から午後4時

土曜日 午前9時から正午

○中学校ﾌﾟール（団体のみ開放）

開放学校高萩・松岡・秋山の各中学校

開放期間 7月27日(月)から8月14日(金)， 8月17日

（月）から30日旧)まで

団体が利用できる日時

月～土曜日午前9時から午後4時

日曜日 午前10時から午後3時

※学校が利用する場合は開放しません。

※団体(10人以上）が利用する場合は, 7月6日

(月)から14日(火)までに市民体育館へ申し込んでくだ

さい。詳しくは，市民体育館へ念23 2552

場
合
は
八
月
二
日
⑪

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
森
林
公
園
お
手
ま
き
記
念
の

森

主
催
高
萩
青
年
会
議
所

内
容
◎
小
・
中
・
高
校
・
一
般
の

音
楽
愛
好
団
体
◎
郷
土
芸
能

団
体
◎
ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
等

の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

室巽淘

、Ⅱ日日８９日Ⅱ８５１寸

亥

封勿
壷ツスー

淳一一，》一

ユ一…

｛萩語、欝発ゞ
高・

野
外
音
楽
祭
を
通
し

て
、
次
代
を
担
う
青
少

年
に
夢
と
感
動
を
与
え

豊
か
な
心
を
育
み
、
教

育
振
興
に
役
立
て
る
と

と
も
に
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
目
的
で

行
い
ま
す
。

と
き
七
月
十
九
日

『
団
、
洞
天
乃

第
二
十
回

市
民
い
し
も
ち
釣
大
会

と
き
八
月
一
日
出
小
雨
決
行
、
十

六
時
～
二
十
時
（
荒
天
の
場
合
八
月

八
日
出
）
開
始
・
終
了
時
花
火
打
上

と
こ
ろ
高
萩
海
岸
（
関
根
川
か
ら
花

貫
川
ま
で
の
間
）

受
付
高
萩
中
学
校
下
（
テ
ン
ト
本

部
）
十
五
時
か
ら
十
六
時
三
十
分

審
査
受
付
場
所
で
二
十
時
か
ら
二

十
時
三
十
分

参
加
費
一
律
五
百
円

主
催
高
萩
魚
友
会

後
援
高
萩
市
観
光
協
会

※
詳
し
く
は
、
高
萩
魚
友
会

壷
二
二
’
四
四
二
六
（
神
永
ま
で
）

マ

一一一一一一』

４

一
高
萩
高
校
生
会
に
７

－

一
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

一

一
高
萩
高
校
生
会
は
、
子
ど
も
会
の
育

一
誠
確
“
罹
硫
産
咋
率
い
獅
減
郷
副
奔
匪

一
も
会
幹
部
講
習
会
や
、
地
域
の
子
ど
も

一
嶢
症
滋
串
癖
諏
澤
逵
評
嘩
睦
唖
峰
卦
荊
。

一
校
鏡
碓
垂
榊
幹
雄
窪
鄙
炉
坤
轌
礒
唖
鍋

一
れ
あ
い
の
中
で
、
た
し
か
め
て
み
ま
せ

（

一
祁
坤
岬
諦
硫
謝
碓
叫
奉
帳
排
鍾
に
祁
垂

一
糾
講
ぽ
い
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

一
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

一
壷
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
五

一一

一
目
で
見
る
市
政
教
室

一一

一
今
年
も
、
目
で
見
る
市
政
教
室
を
次

一
の
祁
啼
陸
蹄
卦
雑
鍼
浄
施
設
や
史
跡
を

一
見
学
し
て
、
市
政
の
姿
を
正
し
く
理
解

一
邸
ま
乱
ょ
燭
叶
三
十
一
日
㈱
、
八
月
三

一

一
日
月

一
対
象
者
い
ず
れ
も
親
と
子
で
、
お
子

一
さ
ん
は
小
学
生
ま
で
で
す
。

一
定
貝
一
回
先
着
三
十
五
人

一
参
加
希
望
の
か
た
は
、
住
所
、
氏
名
、

一
年
齢
、
電
話
番
号
を
は
が
き
、
ま
た
は

一一一一



ら
、
約
二
百
チ
ー
ム
、
九
百
人
（
市
内

か
ら
は
約
百
人
）
の
少
年
た
ち
が
参
加

し
ま
す
。

＊
＊
＊

な
お
、
大
会
に
先
だ
ち
高
萩
駅
前
か

ら
市
民
体
育
館
ま
で
、
県
警
察
音
楽
隊

を
先
頭
に
「
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
」
を
呼
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国民年金保険料の

納め忘れはあﾚﾉませんか

近県少年健全育成剣道大会

高
萩
武
徳
殿
少
年
剣
士
隊

の
結
成
五
周
年
を
記
念
し
て
、

近
県
少
年
健
全
育
成
大
会
が

開
か
れ
ま
す
。

と
き
七
月
十
二
Ｈ
㈹

午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

参
加
者
宮
城
県
か
ら
山
梨

県
ま
で
の
七
県
か

国民年金保険料は， 4月から毎月納付に変

わり，納めやすくなりました。

反面，いつでも納められると思いつつ，つ

い納め忘れてはいませんか。受給されている

かたと，納付されているかたのバランスを保

つことは，年金を将来とも安定した制度とし

て運営するうえからも大切なことです。

保険料は，毎月きちんと納めましょう。ま

た，毎月納めるのがめんどうだというかたは，

口座振り替え制度をご利用ください。保険料

の納付についての相談は，保険年金課国民年

金係まで念23 2111内線232

高
萩
高
校
は
、
今
年
で
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
校
新
聞
〃
萩

苑
″
で
は
、
記
念
特
集
号
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
学
校
新
聞
の
移
り

変
わ
り
や
高
校
生
気
質
の
変
化
、
昔
の

学
校
・
町
の
よ
う
す
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
校
舎
が
新
築
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
昔
の
資
料
は
皆
無
の
状
態

で
す
。
と
く
に
、
昭
和
二
十
五
年
に
創

刊
さ
れ
た
高
萩
高
校
新
聞
（
昭
和
二
十

五
年
か
ら
三
十
年
ご
ろ
ま
で
）
、
戦
前
・

戦
中
の
よ
う
す
、
学
校
創
立
当
時
の
よ

う
す
な
ど
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
よ

う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
借
り
し

た
い
の
で
す
が
．
…
．
．
。

高
萩
高
校
の
古
い
資
料
を

探
し
て
い
ま
す

縄文時代の高萩
ー

～小場遺跡の特別展～

昭和59年5月から12月にかけて，常磐自動

車道の開発に伴う緊急発掘が行われた，上手

綱の‘‘小場遺跡”の整理が終わりましたので，

次のとおり特別展を行います。特別展では，

縄文時代中期から晩期にかけての資料をもと

に，人々のくらしを考察しています。

と き 7月21日(火)から9月27日（日）

午前9時から午後4時30分まで

ところ歴史民俗資料館

農
青
連
文
化
講
演
会

団
員
募
集
中
ノ

東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
希
望
者

は
、
塩
淌
畳
二
二
’
三
九
一
八
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

演講と
ー

ｰ ま
た
、
Ｏ
Ｂ
の
か
た
で
、
高
校
生
時

代
の
思
い
出
を
本
校
の
学
校
新
聞
に
投

稿
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
、

お
願
い
し
ま
す
。
（
三
百
字
以
内
）

※
詳
し
く
は
、
高
萩
高
校
出
版
委
員
会

へ
壷
二
二
’
三
一
六
一

＊
＊
＊

と
主
ご題師 ）

七
月
十
八
日
㈹

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

文
化
会
館あき
ゆ
き

野
坂
昭
如
先
生

「
農
と
食
を
考
え
る
」

縄文土器をつくりましょう
山
形
県
新
庄
市
民
ま
つ
り

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

山
形
県
の
新
庄
市
民
ま
つ
り
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
、
高
萩
市
と
新
庄
市
の
親

善
友
好
を
深
め
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
広
く
市

民
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
八
月
二
十
四
日
は
、
二
十
五

日
㈹
の
一
泊
二
日

午
前
六
時
高
萩
駅
出
発

と
こ
ろ
山
形
県
新
庄
市

主
催
高
萩
市
舞
踊
交
流
会

会
費
二
万
円
（
交
通
費
、
宿
泊
費
、

保
険
料
、
そ
の
他
）

申
し
込
み
八
月
五
日
伽
ま
で
（
先
着

五
十
人
）
、
益
子
賢
次
へ

冠
二
二
’
二
四
三
四

章

と き 8月2日(日)， 23日(日)の2日

午前10時から午後3時

ところ中央公民館ほか

募集人員 30人（定員になり次第，締め切り

ます｡）

参加料1,200円（教材費，昼食代等）

申し込み 7月14日(火)から30EI (*)まで，歴史

民俗資料館へ念23－7229

一一一

一
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
・

一
※
予
定
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

一
三
時
（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
ｑ

一
申
込
先
市
民
活
動
課

一
念
二
三
’
二
二
一
内
線
二
六
二

一
少
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

一
参
加
者
募
集

一
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
心
身
の
鍛
練

一

一
を
目
的
と
し
た
少
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

一
を
行
い
ま
す
。

一
と
き
八
月
五
日
伽
、
六
日
附
の
一

一
泊
二
日

一
と
こ
ろ
国
立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の

一
家

一
対
象
者
市
内
の
中
学
生
五
十
人

一
瞬
蜂
云
轤
や
榊
誹
唾
峅
鋤
碓
時
》
癖
乢
諦

一
一
○

一
弓
ｑ
／

｛

」
ｌ
中
央
公
民
館
’

一一一

一
親
子
で
史
跡
め
ぐ
り
に

一一

一
参
加
し
ま
せ
ん
か

一
夏
休
み
に
親
子
で
、
郷
土
の
史
跡
め

一
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。

一
と
き
八
月
二
十
二
日
山

一
午
前
九
時
か
ら

一
剴
象
詫
捌
斗
紬
晒
箔
訂
順
六
汗
生
）

一
申
し
込
み
中
央
公
民
館
へ

一
念
二
三
’
一
二
一
五

一一一
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⑦日曜当番医

東本町22

高戸23

十王町32

23

白土医院

諸原医院

8月2日 2697

－3113

32－3266毎
舞
難
蕊

8月9日 ’

卜王医院

東本町

安良川

大和町

8月16日

8月23日

8月30日

立花医院

宍戸医院

内田病院

〃

鴎

3512

2318I

22－2137

時間は． いずれも午前9時から午後4時までです。

Ｑ
匿
名

’
４
Ｌ
合
レ
ー
ー
ー

）
田
村
好
稔
さ
ん

二
十
万
円

千
六
百
十
円

匿
名

四
千
五
百
円

杉
本
ユ
キ
エ
さ
ん

蕊
１
１
１
・

礎
浄
迩
ぺ
ぺ
軸
、
湖
閥
内

一
万
円

善
意
あ
り
が
と
う

瑳粍f 1r

煙だしのある家

ここ数年，下君田の風景を描きたいと心にかかっていた

が，先日訪れる機会を得た。今回は，初夏の大平地区のス
ち そう

ケッチが描けた。友人の家で．ご馳走になった手作りの柏

餅がおいしかった。

高萩美術協会員上遠野長政

装
］
人
ク

フ
ブ
連
合
会
へ

へ
》

社
会
福
祉
へ

赤
浜

社
会
福
祉
へ

安
良
川

社
会
福
祉
へ

蕊
需
一

癖
簿
驚
鱗
蕊
鷺
鍵
驚
驚
蔚
霞
箪
驚
驚
鏑
懲
お

有
明
・
高
浜
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
は

識
一
卸

は

一
特
急
列
車
で
（
政
宗
の
都
城
仙
台
）
燕
Ⅷ
ゞ
↑
言
洞
一
犀

師
未
来
の
東
北
博
雪
国

，

～
第
十
七
回
高
萩
市
民
ロ

Ｊ

の
会
以
含
抑

識
都
に
ば
つ
最
り
過
と
と
募
申
費
行

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

七

淵
…
鍵

驚

繊

驚
霞
識
識

熟
籍

；

海
岸
清
掃
の

お
し
ら
せ

○
神
永
豊
四
郎
さ
ん
安
良
川

三
千
三
百
円
社
会
福
祉
へ

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
ケ
イ
美
容
室
大
和
町

古
耆
寄
贈

○
深
谷
誠
一
さ
ん
大
和
町

し
よ
う
ろ
く

○
遠
藤
捷
六
さ
ん
高
浜
町

月
十
九
日
㈹
午
前
八
時
か
ら

市
民
憲
章
「
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
凶
の

運
動
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

各
種
団
体
や
地
域
の
人
た
ち
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
雨
天
中
止
）

高
萩
市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

一
．
》

r一"I L〆／鋤
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